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結   果 
母材選定 


















考   察 
本研究では実験により、シリコン及び細微粒子の有効性が確認できた。シリコンで製
作することによりオイルブリードは発生するものの、現在普及しているシミュレータ
と比較して保管性に優れていた。また、エコー透過可能距離は 2cm までだったが、穿
刺の感覚は人間に近く、穿刺後の後も残りにくいため、甲状腺疾患に対する穿刺吸引
細胞診の練習用シミュレータとして有効かつ実用的であると考えられる。 
 
